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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイスインタラクションのための方法であって、
　高電力状態で動作する1つまたは複数のセンサにおいて、トリガリングイベントを検出
するステップと、
　前記トリガリングイベントを検出した後、視線が検出されない場合前記1つまたは複数
のセンサを低電力状態に入らせるステップであって、前記1つまたは複数のセンサは、前
記高電力状態のときよりも前記低電力状態においてより少ない電力を消費する、ステップ
と、
　前記トリガリングイベントを検出すると、光検出センサを少なくとも1つの画像を取り
込むための第1の画像キャプチャレートから少なくとも1つの画像を取り込むための第2の
画像キャプチャレートに増加させて、視線検出をアクティブ化するステップであって、前
記光検出センサは、前記第1の画像キャプチャレートで動作するときに少なくとも1つの画
像を取り込み、前記第2の画像キャプチャレートで動作するときに少なくとも1つの画像を
取り込むように構成される、ステップと、
　前記アクティブ化された視線検出を用いて視線が検出されるかどうかを前記光検出セン
サからの情報に基づいて決定するステップと、
　視線が検出されたとき、デバイスのディスプレイを非アクティブ状態からアクティブ化
するステップと、
　視線が検出されないとき、所定の時間量後、前記視線検出を非アクティブ化するステッ



(2) JP 6407246 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

プと
を含む、方法。
【請求項２】
　トリガリングイベントを検出するステップは、デバイスアラート、ユーザの近さ、前記
デバイスの動作のうちの少なくとも1つを検出するステップを含む、請求項1に記載の方法
。
【請求項３】
　デバイスアラートを検出する前記ステップは、受信したメッセージおよびカレンダアラ
ートのうちの少なくとも1つを検出するステップを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記1つまたは複数のセンサは、超音波センサ、電界センサ、周囲光センサ、および赤
外線センサの少なくとも1つを含み、ユーザの近さを検出するステップは、前記超音波セ
ンサ、前記電界センサ、前記周囲光センサ、および前記赤外線センサのうちの少なくとも
1つを使用して、前記ユーザの近さを検出するステップを含む、請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記デバイスの動作を検出するステップは、前記デバイスの加速度を検出するステップ
を含む、請求項2に記載の方法。
【請求項６】
　前記デバイスのディスプレイをアクティブ化するステップは、前記デバイスの前記ディ
スプレイをアクティブ化するステップ、ならびにキーロックおよびセキュリティチャレン
ジのうちの少なくとも1つを回避するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　視線が検出されるかどうかを決定するステップは、ユーザの顔と、検出された顔の眼球
方向、前記検出された顔の眼球および口の1つまたは複数の隅部、ならびに前記検出され
た顔における耳のうちの少なくとも1つとを検出するステップを含み、かつ、
　視線が検出されるかどうかを決定するステップは、前記検出された顔において顔面認識
を行うステップをさらに含み、前記ディスプレイは、前記検出された顔が前記デバイスの
承認済みユーザとして認識されるとき、アクティブ化される、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記視線が検出され、前記ディスプレイがアクティブ化され、前記方法は、前記視線が
もはや検出されなくなるまで、前記ディスプレイをアクティブ状態に維持するステップを
さらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　視線が検出されるかどうかを決定するステップは、検出された顔における顔面認識を行
うステップをさらに含み、前記検出された顔が前記デバイスの承認済みユーザとして認識
されるとき、セキュリティチャレンジは回避される、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　デバイスにコンテンツを表示するための方法であって、
　トリガリングイベントを検出するステップと、
　前記トリガリングイベントが検出されたとき、前記デバイスのディスプレイコンポーネ
ントを非アクティブ状態からアクティブ化するステップと、
　前記トリガリングイベントが検出されたとき、前記デバイスの光検出センサをアクティ
ブ化するステップと、
　前記光検出センサによって視線検出をアクティブ化するステップであって、前記光検出
センサのデューティサイクルを増加するステップを含み、前記デューティサイクルを増加
するステップは、少なくとも1つの画像を取り込むための第1の画像キャプチャレートから
少なくとも1つの画像を取り込むための第2の画像キャプチャレートに増加するステップを
含み、前記光検出センサは、前記第1の画像キャプチャレートで動作するときに少なくと
も1つの画像を取り込み、前記第2の画像キャプチャレートで動作するときに少なくとも1
つの画像を取り込むように構成され、1つまたは複数のセンサはトリガリングイベントを



(3) JP 6407246 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

検出するように構成され、前記1つまたは複数のセンサは、前記トリガリングイベントが
検出された後で視線が検出されない場合低電力状態で動作するように構成される、ステッ
プと、
　視線が検出されるかどうかを前記光検出センサと通信している、前記デバイスの1つま
たは複数のプロセッサによって決定するステップと、
　視線が検出されたとき、前記コンテンツを表示し、前記視線が検出される限り、前記デ
ィスプレイコンポーネントをアクティブの状態に保つステップと、
　視線が検出されないとき、前記光検出センサおよび前記ディスプレイコンポーネントを
非アクティブ化するステップであって、前記ディスプレイコンポーネントがアクティブ状
態から非アクティブ化される、ステップと
を含む、方法。
【請求項１１】
　前記光検出センサが視線を検出したとき、キーロックおよびセキュリティチャレンジの
うちの少なくとも1つを回避するステップをさらに含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　視線が検出されるかどうかを決定するステップは、
　前記光検出センサの視野において顔を検出するステップと、
　検出された顔が前記ディスプレイコンポーネントに視線を向けているかどうかを決定す
るステップと
を含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１３】
　前記検出された顔が前記ディスプレイコンポーネントに視線を向けているかどうかを決
定するステップは、前記検出された顔が承認済みユーザの顔に一致するかどうかを決定す
るステップをさらに含み、
　前記方法は、前記検出された顔が前記承認済みユーザの顔に一致しているとき、セキュ
リティチャレンジを回避するステップをさらに含む、
請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　デバイスインタラクションのためのシステムであって、
　高電力状態で動作しているときにトリガリングイベントを検出するための手段であって
、前記トリガリングイベントを検出するための手段はさらに、低電力状態で動作するよう
に構成される、手段と、
　視線を検出するための手段であって、前記トリガリングイベントが検出されたときに、
視線検出を実行するためにアクティブ化され、視線を検出するための手段をアクティブ化
することは、視線を検出するための手段のデューティサイクルを増加させることを含み、
前記デューティサイクルを増加させることは、少なくとも1つの画像を取り込むための第1
の画像キャプチャレートから少なくとも1つの画像を取り込むための第2の画像キャプチャ
レートに増加させることを含み、前記視線を検出するための手段は、前記第1の画像キャ
プチャレートで動作するときに少なくとも1つの画像を取り込み、前記第2の画像キャプチ
ャレートで動作するときに少なくとも1つの画像を取り込むように構成される、手段と、
　前記トリガリングイベントが検出された後、視線が検出されない場合、前記トリガリン
グイベントを検出するための手段を前記低電力状態に入らせるための手段であって、前記
トリガリングイベントを検出するための手段は、前記高電力状態のときよりも前記低電力
状態で動作する間より少ない電力を消費する、手段と、
　前記トリガリングイベントが検出されたことに基づいて視線が検出されるかどうかを決
定するための手段と、
　前記視線が検出されたとき、デバイスのディスプレイを非アクティブ状態からアクティ
ブ化するための手段と、
　前記視線が検出されない場合、所定の時間量後、前記視線を検出するための前記手段を
非アクティブ化するための手段と
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を備えるシステム。
【請求項１５】
　デバイスの1つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記1つまたは複数の
プロセッサに請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法を行わせる命令を含むコンピュ
ータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示の諸実施形態は、一般には、検出された視線に基づいてデバイスとイン
タラクションするためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子デバイスが、より速くなるとともに、向上した解像度を備えたより大きいディスプ
レイを有するようになるにつれて、これらの電子デバイスを動作させるのに必要な電力も
増加する。電力を保存するために、多くのデバイスには、使用していないときはディスプ
レイをオフにする設定が含まれている。
【０００３】
　しかしながら、ユーザは、デバイスとインタラクションしたいとき、まず、ボタンを押
して、または別の形で手動によりデバイスとインタラクションして、ディスプレイをアク
ティブ化することが必要であることが多い。たとえば、デスクトップコンピュータでは、
ユーザは、1つまたは複数のボタンを押して、またはマウスなどのインタラクションデバ
イスを操作して、ディスプレイをアクティブ化するように求められることが多い。モバイ
ルデバイスにおいては、ユーザは、ボタンを押す、またはディスプレイをタップしなくて
はならない場合がある。さらには、ロック画面など、セキュリティチャレンジを含むデバ
イスにおいてもやはり、モバイルデバイスにおける簡単なスワイプであれ、または複雑な
パスワードの入力であれ、ユーザは、ロック解除機能を行わなくてはならないことが多い
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、改善され、より円滑なインタラクションエクスペリエンスを提供し、ユー
ザのデバイスとのインタラクションをより容易にする、デバイスとインタラクションする
ための方法が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　いくつかの実施形態に従って、検出された視線に基づいてデバイスとインタラクション
するためのシステムが提供される。本システムは、トリガリングイベントを検出するよう
に構成された1つまたは複数のセンサと、ユーザの視線を検出するように構成された光検
出センサモジュールとを含み、光検出センサモジュールは、1つまたは複数のセンサがト
リガリングイベントを検出したとき、アクティブ化される。本システムはまた、ディスプ
レイコンポーネントを含み、ディスプレイコンポーネントは、光検出センサがユーザの視
線を検出したとき、アクティブ化され、光検出センサが視線をもはや検出しなくなったと
き、所定の時間量後、非アクティブ化される。
【０００６】
　いくつかの実施形態に従って、デバイスインタラクションのための方法がさらに提供さ
れる。本方法は、トリガリングイベントを検出するステップと、トリガリングイベントが
検出されたとき、視線検出をアクティブ化するステップと、アクティブ化された視線検出
に基づいて視線が検出されるかどうかを、光検出センサからの情報に基づいて決定するス
テップと、視線が検出されたとき、デバイスのディスプレイをアクティブ化するステップ
と、視線が検出されないとき、所定の時間量後、視線検出を非アクティブ化するステップ
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とを含む。本方法はまた、コンピュータ可読媒体において実施可能である。
【０００７】
　いくつかの実施形態に従って、コンテンツをデバイス上に表示するための方法がさらに
提供される。本方法は、コンテンツがデバイスによる表示に利用できることを決定するス
テップと、コンテンツが表示に利用できると決定されたとき、デバイスのディスプレイコ
ンポーネントおよびデバイスの光検出センサをアクティブ化するステップと、光検出セン
サと通信している、デバイスの1つまたは複数のプロセッサによって、視線が検出される
かどうかを決定するステップと、視線が検出されたとき、コンテンツを表示し、視線が検
出される限り、ディスプレイコンポーネントをアクティブの状態に保つステップと、視線
が検出されないとき、光検出センサおよびディスプレイコンポーネントを非アクティブ化
するステップとを含む。
【０００８】
　いくつかの実施形態に従って、デバイスインタラクションのためのシステムがさらに提
供される。本システムは、トリガリングイベントを検出するための手段と、視線を検出す
るための手段であって、トリガリングイベントが検出されたときに、アクティブ化される
、手段とを含む。本システムはまた、視線が検出されるかどうかを決定するための手段と
、視線が検出されたとき、デバイスのディスプレイをアクティブ化するための手段と、視
線が検出されない場合、所定の時間量後、視線検出を非アクティブ化するための手段とを
含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】いくつかの実施形態に従った、処理デバイスを示す略図である。
【図２】いくつかの実施形態に従った、ユーザの視線を検出することに基づくデバイスイ
ンタラクションのためのプロセスを示すフローチャートである。
【図３】いくつかの実施形態に従った、視線検出を用いてデバイスのディスプレイコンポ
ーネントをアクティブ化するためのプロセスを示すフローチャートである。
【図４】いくつかの実施形態に従った、視線検出を用いてディスプレイコンポーネントに
コンテンツを表示するためのプロセスを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図では、同じ指示を有する要素は、同じまたは類似の機能を有する。
【００１１】
　以下の記載では、特定の実施形態を記載する具体的な詳細が説明される。しかしながら
、開示の実施形態は、これらの具体的な詳細のうちの一部またはすべてがなくても実践可
能であることは、当業者には明らかであろう。提示の具体的な実施形態は、例示であり、
限定するものでないことを意味する。本明細書において具体的には述べないが、当業者な
ら、本開示の範囲および趣旨の範囲内にある他の材料に気付くことができる。
【００１２】
　図1は、いくつかの実施形態に従った、処理デバイス100を示す略図である。処理デバイ
ス100は、iPhone(商標)といったスマートフォンなどのモバイルデバイス、またはiOS(商
標)オペレーティングシステム、Android(商標)オペレーティングシステム、BlackBerry(
商標)オペレーティングシステム、Microsoft(登録商標)Windows(登録商標)Phoneオペレー
ティングシステム、Symbian(商標)OS、もしくはwebOS(商標)を実行する他のモバイルデバ
イスでよい。処理デバイス100は、iPad(商標)など、タブレットコンピュータ、または前
述のオペレーティングシステムのうちの1つを実行する他のタブレットコンピュータであ
ってもよい。処理デバイス100はまた、PC、すなわちラップトップまたはネットブック、
ケーブルまたは衛星のコンテンツプロバイダによって提供されるセットトップボックス(S
TB)、あるいはNintendo(登録商標)Wii(商標)、Microsoft(登録商標)Xbox360(商標)、もし
くはSony(登録商標)PlayStation(商標)3などのビデオゲームシステムコンソール、または
他のビデオゲームシステムコンソールであってもよい。いくつか実施形態によれば、処理
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デバイス100は、とりわけ、情報をユーザに表示するため、ユーザなどの対象物との近さ
を検出するため、およびユーザの顔および視線を検出するために構成されたハードウェア
ならびに/またはソフトウェアの任意の適切な組合せを使用して実装可能である。具体的
には、処理デバイス100は、1つまたは複数のプロセッサを有し、その1つまたは複数のプ
ロセッサによる、とりわけ、情報をユーザに表示するため、ユーザなどの対象物の近さを
検出するため、およびユーザの顔および視線を検出するための実行に関して、非一時的機
械可読媒体に記憶された命令を読み取ることができるハードウェアならびに/またはソフ
トウェアの任意の適切な組合せを含むことができる。機械可読媒体のいくつの一般的な形
態としては、たとえば、フロッピディスク、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁
気テープ、任意の他の磁気媒体、CD-ROM、任意の他の光媒体、パンチカード、紙テープ、
孔のパターンを備えた任意の他の物理媒体、RAM、PROM、EPROM、FLASH-EPROM、任意の他
のメモリチップもしくはカートリッジ、および/あるいは1つまたは複数のプロセッサまた
はコンピュータが読み取るようになされている任意の他の媒体が挙げられる。
【００１３】
　処理デバイス100は、ネットワークと通信するために構成されたネットワークインター
フェースコンポーネント102を含むことができる。いくつの実施形態に従って、ネットワ
ークインターフェースコンポーネント102は、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、デジ
タル加入者線(DSL)モデム、公衆交換電話網(PSTN)モデム、Ethernet(登録商標)デバイス
、および/または様々な他のタイプの有線ネットワーク通信デバイスとインターフェース
を取るように構成可能である。ネットワークインターフェースコンポーネント102はまた
、1つまたは複数のワイヤレス送受信機を含むことができ、各ワイヤレス送受信機は、分
離可能または一体型の、かつWi-Fi(商標)、3G、4G、HDSPA、LTE、RF、NFCなどの異なるワ
イヤレスネットワーキングプロトコルに従って情報を送受信できるアンテナを含むことが
できる。いくつかの実施形態に従って、処理デバイス100は、処理デバイス100内で様々な
コンポーネントを相互接続するため、および様々なコンポーネント間で情報を通信するた
めのシステムバス104を含む。いくつかの実施形態では、バス104は、System on Chip(SoC
)において実装され、1つまたは複数のプロセッサのチップおよび/またはコア上の様々な
要素またはコンポーネントを接続する。コンポーネントは、1つまたは複数のプロセッサ
、中央処理装置(CPU)、画像信号プロセッサ(ISP)、マイクロコントローラ、あるいはデジ
タル信号プロセッサ(DSP)とすることができる処理コンポーネント106、ランダムアクセス
メモリ(RAM)に対応することができるシステムメモリコンポーネント108、読取り専用メモ
リ(ROM)に対応することができる内部メモリコンポーネント110、および光メモリ、磁気メ
モリ、もしくはソリッドステートメモリに対応することができる外部メモリまたはスタテ
ィックメモリ112を含むことができる。いくつかの実施形態に従って、処理デバイス100は
また、情報をユーザに表示するためのディスプレイコンポーネント114を含むことができ
る。ディスプレイコンポーネント114は、液晶ディスプレイ(LCD)画面、有機発光ダイオー
ド(OLED)画面(アクティブマトリクスAMOLED画面を含める)、LED画面、プラズマディスプ
レイ、または陰極線管(CRT)ディスプレイとすることができる。ディスプレイコンポーネ
ント114は、処理デバイス100と一体化しても、または処理デバイス100から分離および処
理デバイス100と連結していてもよい。ディスプレイコンポーネント114は、検出された周
囲の明るさに基づいてディスプレイコンポーネント114の明るさを制御するように構成さ
れ得る関連周囲光センサ(図示せず)を有することができる。処理デバイス100はまた、入
力/ナビゲーション制御コンポーネント116を含むことができ、それによりユーザは、情報
を入力し、ディスプレイコンポーネント114に沿ってナビゲートすることが可能になる。
入力/ナビゲーション制御コンポーネント116としては、たとえば、物理的か仮想的かにか
かわらずキーボードもしくはキーパッド、マウス、トラックボール、または他のそのよう
なデバイス、あるいは容量式センサベースのタッチ画面を挙げることができる。処理デバ
イス100は、いくつかの実施形態により、図1に示すものより多くのコンポーネントを含ん
でいても、またはより少ないコンポーネントを含んでいてもよい。たとえば、処理デバイ
ス100は、システムメモリコンポーネント108、内部メモリコンポーネント110、および外



(7) JP 6407246 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

部メモリコンポーネント112のうちのいずれか1つまたは2つを含んでよい。さらには、図1
に示すコンポーネントは、図1の1つまたは複数の他のコンポーネントに直接、連結してい
てよく、それによりシステムバス104の必要性がなくなる。概して、図1に示すコンポーネ
ントは、処理デバイス100において、本明細書に開示の実施形態を行うことができるコン
ポーネントの例として示されている。しかしながら、処理デバイス100は、より多くのコ
ンポーネントを有していても、またはより少ないコンポーネントを有していてもよく、そ
れでも本明細書に開示のいくつかの実施形態を行うことができ得る。
【００１４】
　処理デバイス100はまた、処理デバイス100の加速度を検出するための加速度計118を含
むことができる。いくつかの実施形態によれば、加速度計118によって検出された加速度
は、処理デバイス100の移動または動作を示すことができる。たとえば、検出された加速
度は、ユーザ120が処理デバイス100を持ち上げること、または移動させることを示すこと
ができる。いくつかの実施形態によれば、加速度計118は、デバイス100の加速度を検出し
、検出された加速度を、メモリ108、110、および112のうちのいずれかに記憶された命令
に従って、動作を示す既知の加速度と比較する。いくつかの実施形態では、加速度計118
は、デバイス100の加速度を検出し、検出された加速度に関する情報を処理コンポーネン
ト106に送信して、その加速度情報をメモリ108～112のうちのいずれかに記憶された命令
に従って処理することができる。提供された情報に基づいて、処理コンポーネント106は
、デバイスが動いている、または継続して動いているかどうかを決定することができる。
【００１５】
　処理デバイス100はまた、光検出センサモジュール122を含むことができる。光検出セン
サモジュール122は、ユーザ120など、人の顔および/または視線を検出できる任意のセン
サモジュールとすることができる。さらには、光検出センサモジュール122は、1つまたは
複数のプロセッサおよび少なくとも1つのメモリを含むことができ、この1つまたは複数の
プロセッサは、少なくとも1つのメモリに記憶された命令を実行して、光情報を取り込み
、取り込まれた光情報を分析して、ユーザ120などの人の顔および/または視線を検出する
ように構成されている。いくつかの実施形態では、光検出センサモジュール122は、光情
報を取り込み、この情報を処理コンポーネント106に送信し、処理コンポーネント106は、
この情報を分析して、光検出センサモジュール122およびメモリ108～112のうちのいずれ
かに記憶された命令に基づいて顔および/または視線を検出することができる。
【００１６】
　いくつかの実施形態によれば、光検出センサモジュール122は、処理デバイス100の内蔵
型前向きカメラ、または連結されたディスプレイ内もしくは連結された周辺カメラデバイ
ス内に内蔵されたカメラなど、カメラを含むか、またはカメラと通信していることができ
る。カメラは、可視光カメラであっても、またはMicrosoft(登録商標)Xbox(商標)Kinect(
商標)カメラなど、奥行き感知カメラであってもよい。いくつかの実施形態では、光検出
センサモジュール122はまた、ユーザ120の眼球または眼球の中の特定の特徴部から反射さ
れた光を感知して、ユーザ120の眼球を追跡する赤外線または他の光ベースの眼球トラッ
カを含むか、または眼球トラッカと通信していることができる。いくつかの実施形態によ
れば、光検出センサモジュール122は、センサに、モジュール122内で、またはいくつかの
実施形態では、処理コンポーネント106によって処理される画像フレームを取り込ませて
、画像フレーム内の顔を検出し、顔が検出された場合、顔から視線を検出するように構成
可能である。顔および視線は、モジュール122に、またはメモリ108、110、および112のう
ちのいずれかに記憶された1つまたは複数の顔/視線検出アルゴリズムを使用して検出され
得る。たとえば、視線は、ユーザ120など、検出された顔の眼球方向を決定することによ
って検出され得る。いくつかの実施形態によれば、光検出センサモジュール122は、ディ
スプレイコンポーネント114をアクティブ化すべきか、または非アクティブ化すべきかを
決定する際に使用するためのユーザ120の顔、次いで視線を検出し、デバイス100のセキュ
リティチェックをパス(pass)し、かつ/またはディスプレイコンポーネント114にアラート
もしくはメッセージを表示するように構成可能である。いくつかの実施形態では、光検出



(8) JP 6407246 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

センサモジュール122は、処理デバイス100またはディスプレイコンポーネント114など、
所定の対象物または領域に視線を向けるユーザ120に基づいた視線を検出するように構成
可能である。したがって、本明細書に記載される視線の検出には、ユーザ120は、処理デ
バイス100またはディスプレイコンポーネント114と対面することが求められる場合がある
。いくつかの実施形態では、ユーザ120は、視線を検出するために、処理デバイス100また
はディスプレイコンポーネント114の方に眼球を向けることしか求められない場合がある
。
【００１７】
　処理デバイス100はまた、近接センサ124を含むことができる。近接センサ124は、対象
物がデバイス100の近くに来たとき、検出するように構成可能である。いくつかの実施形
態によれば、対象物は、ユーザ120とすることができる。さらには、近接センサ124は、対
象物がデバイス100の約20～50cm内に来たとき、検出するように構成可能である。いくつ
かの実施形態に従って、近接センサ124は、1つまたは複数の超音波近接センサとすること
ができる。近接センサ124はまた、ユーザ120など、対象物がデバイスの近くにいるとき、
対象物によって発生する熱を検出する赤外線熱センサなど、1つまたは複数の熱センサを
含むことができる。近接センサ124はまた、ユーザ120など、導電または部分的導電対象物
がセンサ上のまたは別の形でセンサと関連付けられる電極によって生成される電界に入る
と、対象物の存在を検出することができる1つまたは複数の電界近接センサを含むことが
できる。近接センサ124はまた、ディスプレイコンポーネント114に関して上述したような
周囲光センサを含むことができ、周囲光センサは、ユーザ120など、対象物が対象物によ
る光の遮蔽の結果として周囲光を低減させることによって対象物の存在を検出することが
できる。いくつかの実施形態によれば、近接センサ124は、光検出センサモジュール122お
よび/またはモジュール122と関連付けられるセンサ、たとえば、カメラをアクティブ化し
、顔および視線検出のアルゴリズムを起動するためのトリガとして働くように構成可能で
ある。ユーザ120など、対象物がデバイス100の近くにいるときにのみ、光検出センサモジ
ュール122および/またはその関連センサをアクティブ化し、顔および視線検出のアルゴリ
ズムを起動することによって、デバイスは、顔がデバイス100の近くにないときは、電力
を保存できる。
【００１８】
　処理デバイス100のコンポーネントは、処理デバイス100と一体化であるように示されて
いるが、そのように限定されず、処理デバイス100から分離していても、処理デバイス100
の外部にあってもよく、有線またはワイヤレスの連結器を介して処理デバイス100および
システムバス104に連結していてもよい。
【００１９】
　いくつかの実施形態に従って、デバイス100は、加速度計118、光検出センサモジュール
122、および近接センサ124を個々にまたは様々な組合せで使用して、ユーザ120が、ディ
スプレイコンポーネント114に、光検出センサモジュール122によって検出される視線を向
けたとき、ディスプレイコンポーネント114をアクティブ化し、ユーザ120がディスプレイ
コンポーネント114に視線を向けている限り、ディスプレイコンポーネント114をアクティ
ブ化し続けることができる。さらには、電力を保存するために、デバイス100は、加速度
計118、光検出センサモジュール122、および近接センサ124を個々にまたは様々な組合せ
で使用して、ユーザ120がディスプレイコンポーネント114に視線を向けていないときは、
ディスプレイコンポーネント114を非アクティブ化し、トリガリングイベントに応答する
場合にのみ光検出センサモジュール122および/またはその関連センサをアクティブ化し、
かつ/あるいは視線検出をアクティブ化することが可能である。いくつかの実施形態に従
って、トリガリングイベントは、加速度計118によって検出されたデバイス100の移動、お
よび近接センサ124によって検出されたユーザ120など、対象物の近さのうちの少なくとも
1つを含むことができる。
【００２０】
　図2は、いくつかの実施形態に従った、ユーザの視線を検出することに基づくデバイス



(9) JP 6407246 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

インタラクションのためのプロセスを示すフローチャートである。例示を目的として、図
2に示すプロセス200は、図1を参照して説明することとする。図2に示すプロセスは、デバ
イス100の処理コンポーネント106における1つまたは複数のプロセッサによって実行され
るようにコンピュータ可読命令において実施可能である。いくつかの実施形態では、プロ
セス200は、メモリ108～112のうちのいずれかに記憶され、処理コンポーネント106によっ
て実行されるデバイス100のオペレーティングシステムによって実装可能である。いくつ
かの実施形態では、プロセス200は、オペレーティングシステムにおけるバックグランド
サービスとして実装可能である。図2に示すように、プロセス200は、たとえば処理コンポ
ーネント106によって、トリガリングイベントが検出されたとき、開始する(202)。いくつ
かの実施形態によれば、トリガリングイベントは、加速度計118によって検出された、デ
バイス100の移動を示す加速度とすることができる。デバイス100の付随的な移動がトリガ
リングイベントとして検出されないようにするために、検出された加速度は、ユーザ120
がデバイス100を持ち上げていることを示す既知の加速度閾値と加速度計118または処理コ
ンポーネント106によって比較され得る。トリガリングイベントはまた、近接センサ124に
よって検出される、ユーザ120の検出された近さとすることができる。検出された近さは
また、ユーザ120が近接検出センサ124およびデバイス100の近くにいるときにのみ、検出
された近さがトリガリングイベントとして登録されることを確実にするように、検出され
た熱を含むことができる。トリガリングイベントはまた、処理コンポーネント106によっ
て生成されるアラートを含むことができる。アラートは、受信した電子メール、電話呼出
し、もしくは他のメッセージをユーザ120に知らせるシステムアラート、または次回のカ
レンダ予約をユーザ120に知らせるアラートなどとすることができる。いくつかの実施形
態では、トリガリングイベントは、たとえば、タッチ画面により、および/あるいはデバ
イスの縁部に配設された1つまたは複数の容量式タッチセンサにより、および/あるいは電
界センサにより、検出され得るようなユーザがデバイスにタッチすることを含む。
【００２１】
　いくつかの実施形態では、トリガリングイベントは、加速度センサ118によって検出さ
れた加速度、近接センサ124によって検出されたユーザ120の近さ、または処理コンポーネ
ント106によって生成されるアラートのうちのいずれかの組合せとすることができる。た
とえば、処理コンポーネント106は、処理デバイス100を振動させるアラートを生成し、可
聴音を生成し、または点滅光、もしくはユーザ120にアラートについて知らせるために、
ユーザ120の注意を引きつけることができる他のインジケータを生成することができる。
次いで、ユーザ120は、デバイス100を持ち上げ、アラートを見るために極めて近くにデバ
イス100を持ってくる場合がある。加速度計118は、デバイス100を持ち上げる動作を検出
することができ、近接センサ124は、ユーザ120の近さを検出することができる。いくつか
の実施形態では、トリガリングイベントは、処理コンポーネント106によって生成される
アラート、およびデバイスの閾値近さの範囲内にいるユーザを含む。これらの実行のうち
のいずれかまたはすべての組合せは、処理コンポーネント106がその後の実行を行うこと
になるトリガリングイベントとすることができる。
【００２２】
　トリガリングイベントが検出された後、視線検出がアクティブ化される(204)。いくつ
かの実施形態では、視線検出をアクティブ化するステップは、たとえば、光検出センサモ
ジュール122および/もしくは処理コンポーネント106、またはそれらの組合せによって実
行されるような、視線検出モジュール、関数、および/もしくは方法をアクティブ化し、
または起動するステップを含む。いくつかの実施形態によれば、視線検出をアクティブ化
するステップは、光検出センサモジュール122をアクティブ化して、視線を検出するため
の光画像をモジュール122内で、および/または処理コンポーネント106によって取り込み
、処理するステップを含む。さらには、視線検出をアクティブ化するステップは、顔検出
をアクティブ化し、次いで、顔が検出された場合、視線検出をアクティブ化するステップ
を含むことができる。いくつかの実施形態では、視線検出をアクティブ化するステップは
、モジュール122と関連付けられた光検出センサが、視線検出がアクティブ化される前よ
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りも多くの画像を取り込むように、光検出センサのデューティサイクルまたはフレームレ
ートを増加させるステップを含むことができる。光検出センサモジュール122は、モジュ
ール122内におよび/または処理コンポーネント106との組合せで含まれる機能、ならびに
メモリ108、110、および112のうちのいずれかに記憶された命令を使用して、視線が検出
されるかどうかを決定することができる(206)。視線は、いくつかの視線検出アルゴリズ
ムのうちのいずれかを使用して検出され得、既知の顔面検出アルゴリズムに従って行われ
る顔面検出を含むことができる。たとえば、顔が検出された場合、光検出センサモジュー
ル122は、光検出センサによって取り込まれた情報を分析して、検出された顔における眼
球の方向を決定することによって、顔がディスプレイコンポーネント114の方向に視線を
向けているかどうかを決定することができる。光検出センサモジュール122はまた、たと
えば眼球もしくは口の隅部など、検出された顔の他の特徴部、検出された顔における眉、
検出された顔における耳、または視線の方向を決定するのに使用され得る他の顔面特徴部
を分析することによって、顔がディスプレイコンポーネント114の方向に視線を向けてい
るかどうかを決定することができる。
【００２３】
　視線が検出されない場合、別のトリガリングイベントが検出される(202)まで、視線検
出は非アクティブ化され得る(208)。いくつかの実施形態では、視線検出を非アクティブ
化するステップは、電力を保存するために、光検出センサモジュール122および/または関
連センサの電力を下げるステップを含むことができる。いくつかの実施形態では、視線検
出を非アクティブ化するステップは、視線検出がアクティブ化されているときよりも少な
い画像が取り込まれるように、光検出センサのデューティサイクルまたはフレームレート
を低下させるステップを含むことができる。いくつかの実施形態では、視線検出を非アク
ティブ化するステップは、光検出センサが、取り込まれた画像を処理する光検出センサモ
ジュール122なしに画像を継続して取り込むステップを含むことができる。いくつかの実
施形態では、取り込まれた画像は、バッファ、光検出センサモジュール122の内部にある
メモリ、またはメモリ108～112のうちのいずれかに記憶され得る。
【００２４】
　視線が検出された場合、ディスプレイコンポーネント114は、アクティブ化され得、か
つ/またはコンテンツは、所定の時間量の間、ディスプレイコンポーネント114に表示され
得(210)、それにより、ユーザは、ディスプレイコンポーネント114における情報を見るこ
とができる。ディスプレイコンポーネント114をアクティブ化し、コンテンツを表示する
ステップは、キーロックまたはセキュリティチャレンジをパスするステップを含むことが
できる。いくつかの実施形態では、ディスプレイコンポーネント114をアクティブ化する
ステップにより、処理コンポーネント106は、ディスプレイコンポーネント114によって表
示され得るキーロックまたはセキュリティチャレンジを生成し得る。キーロックは、指示
された方向にスライダをスライドすることなど、ユーザにキーロックを解除するためのア
クションを行うように求めるスライダまたは他のモーションチャレンジでもよい。セキュ
リティチャレンジは、セキュリティ目的で、ユーザに示される所要のパスワード、個人識
別番号(PIN)、パターンチャレンジ、またはバイオメトリックチャレンジとすることがで
きる。いくつかの実施形態では、キーロックおよびセキュリティチャレンジのうちの少な
くとも1つは、所定の非活動時間後、またはデバイス100を保護するためにロックスイッチ
もしくはコマンドを介してユーザ120が手動でデバイス100をロックした後、デバイス100
のオペレーティングシステムによって要求される場合がある。検出された視線によりディ
スプレイコンポーネント114をアクティブ化するステップは、キーロックまたはセキュリ
ティチャレンジを回避することができる。たとえば、視線検出が視線を検出した場合、こ
の視線の検出は、ディスプレイコンポーネント114をアクティブ化し、キーロックを回避
するには十分であるが、セキュリティチャレンジを回避するには不十分である場合がある
。しかしながら、いくつかの実施形態では、視線検出が顔面検出を含む場合、光検出セン
サモジュール122は単独でまたは処理コンポーネントとの組合せで、顔を検出し、検出さ
れた顔が、光検出センサモジュール122の内部メモリ、またはメモリ108～112のうちのい
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ずれかに記憶され得るユーザ120または他の承認されたユーザの顔など、既知の顔に一致
するかどうかを決定するように構成可能である。検出された顔がユーザ120の顔に一致す
る場合、セキュリティチャレンジは、ディスプレイコンポーネント114がアクティブ化さ
れているとき、回避され得る。
【００２５】
　所定の時間量が経過した後、光検出センサモジュール122は、視線が検出されるかどう
かを再度、決定することができ(206)、ディスプレイコンポーネント114は、視線がまだ検
出される場合、アクティブのままの状態であり、かつ/またはコンテンツを表示すること
ができる(210)。視線が所定の時間量後にもはや検出されなくなったとき、ディスプレイ
は、非アクティブ化され得、かつ/またはコンテンツは、もはや表示され得ず、別のトリ
ガリングイベントが検出されるまで(202)、光検出センサモジュール122による視線検出は
非アクティブ化され得る(208)。いくつかの実施形態では、ユーザ120は、ディスプレイコ
ンポーネント114を非アクティブ化でき、時間量が経過する前、または時間量が経過しな
いうちは視線検出を非アクティブ化することができ得る。たとえば、ユーザは、物理的か
仮想的かにかかわらずディスプレイコンポーネント114に表示されたボタンを押すことに
よって、またはデバイス100の設定を変更することによって、ディスプレイコンポーネン
ト114および/または視線検出を手動でオフにすることができる。いくつかの実施形態では
、光検出センサモジュール122は、ジェスチャを検出するようにさらに構成可能であり、
検出されたジェスチャは、ディスプレイコンポーネント114および/または視線検出が非ア
クティブ化されるように命令することができる。たとえば、ディスプレイコンポーネント
114の上をスワイプすること、またはデバイス100の光学センサを遮蔽することを用いて、
いくつかの実施形態では、アラートを却下し、かつ/またはディスプレイコンポーネント1
14がアクティブ化されないようにすることができる。いくつかの実施形態では、先に述べ
たような周囲光センサを使用して、ディスプレイコンポーネント114および/または視線検
出を非アクティブ化することができる。たとえば、周囲光センサは、周囲光が全く存在し
ないか、または非常に少量存在していること(これは、デバイスが、引出し、バッグ、ま
たはポケットの中に置かれていることを示す場合がある)を検出することができる。周囲
光センサは、電力を保存するために、ディスプレイコンポーネント114および/または視線
検出を非アクティブ化する決定を行うことができる処理コンポーネント106にこの情報を
送ることができる。
【００２６】
　いくかの実施形態では、ユーザ120は、光検出センサモジュール122単独によってまたは
処理コンポーネント106との組合せで実装される視線検出および/または眼球追跡を通じて
、アクティブ化されたディスプレイコンポーネント114に表示されたコンテンツとさらに
インタラクションすることができ得る。たとえば、光検出センサモジュール122によって
検出されたとき、ディスプレイコンポーネント114に表示されたコンテンツへのスワイプ
、表示されたアラートを却下すること、次のメッセージに移動することなどと解釈され得
る「スワイプ」動作において、ユーザ120は、自分の眼球を一方の側から他方の側に動か
すことができ得る。ユーザ120が所定の時間期間の間、表示されたコンテンツに視線を向
けていることを検出することは、コンテンツを選択していることと解釈され得る。ユーザ
120が瞬きをしていることを検出することは、ユーザ120が、表示されたコンテンツを閉じ
ていることと解釈され得る。ユーザ120が、検出された点頭との組合せで所定の時間期間
の間、コンテンツを見ていることを検出することは、ユーザ120が、たとえば、コンテン
ツをファイルフォルダに移動する、コンテンツを削除するなどのために、ディスプレイコ
ンポーネント114の画面における表示されたコンテンツを移動できるように、表示された
コンテンツの選択と解釈され得る。いくつかの実施形態では、ディスプレイコンポーネン
ト114をアクティブ化し、ディスプレイコンポーネント114にコンテンツを表示するために
視線を検出するステップを、たとえば、ディスプレイコンポーネント114がアクティブ化
された後、およびコンテンツが表示されている後、追加のやり方で、表示されたコンテン
ツとインタラクションするために、既知の視線、および頭部または顔面のジェスチャ検出
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アルゴリズムと組み合わせてユーザ120の頭部または顔によって作られるジェスチャを変
換することができる。
【００２７】
　いくつかの実施形態に従って、図2に示されるプロセス200は、トリガリングイベントに
応答する場合にのみ視線検出をアクティブ化し、ユーザ120が光検出センサモジュール122
に視線を向けていると、ディスプレイコンポーネントをアクティブの状態に、かつコンテ
ンツを表示の状態に保つことによって電力節約をもたらすことができる。さらには、図2
に示されるプロセス200はまた、ユーザ120によってデバイス100とのインタラクションの
向上をもたらすことができ、これにより、ユーザ120は、デバイス100の光検出センサモジ
ュール122に視線を向けることによって、デバイス100とインタラクションして、ディスプ
レイコンポーネント114に表示されたコンテンツを見ることができるようになる。
【００２８】
　図3は、いくつかの実施形態に従った、視線検出を用いるデバイス100のディスプレイコ
ンポーネント114をアクティブ化するためのプロセスを示すフローチャートである。例示
を目的として、図3は、図1を参照して説明することとする。図3に示すプロセス300は、デ
バイス100の処理コンポーネント106における1つまたは複数のプロセッサによって実行さ
れるようにコンピュータ可読命令において実施可能である。いくつかの実施形態では、プ
ロセス300は、メモリ108～112のうちのいずれかに記憶され、処理コンポーネント106によ
って実行されるデバイス100のオペレーティングシステムによって実装可能である。いく
つかの実施形態では、プロセス300は、オペレーティングシステムにおけるバックグラン
ドサービスとして実装可能である。図3に示すように、プロセス300は、近接検出センサ12
4を使用して近接検出を起動することによって開始する(302)。いくつかの実施形態では、
近接検出は、ユーザ120によって起動され得る。いくつかの実施形態では、近接検出は、
デバイス100のオペレーティングシステムによって自動的に起動され得る。近接検出の起
動は、図2に関して上述したように、トリガリングイベントに応答するものであってよい
。近接検出はまた、デバイス100が電力オンにされたとき起動され得、デバイス100が電力
オンである間、オンのままの状態であることが可能である。近接検出センサ124は、処理
コンポーネント106、ならびにメモリ108、110、および112のうちのいずれかに記憶された
命令との組合せで、対象物が近接検出センサの近くで検出されるかどうかを決定すること
ができる(304)。いくつかの実施形態によれば、対象物が近くにいるかどうかを決定する
ステップは、超音波センサおよび/または赤外線センサを使用して、近さを検出するステ
ップを含むことができる。さらには、対象物が近くにいるかどうかを決定するステップは
また、ユーザでない対象物が検出されないように、対象物の熱を検出するステップを含む
ことができる。近接検出はまた、ユーザ120がデバイス100の近くに来ると、ユーザ120な
ど、対象物が背景光を遮蔽することによって引き起こされる周囲光の低減を、周囲光セン
サを使用して検出することを含むことができる。
【００２９】
　近接検出が起動された後、近接検出センサ124は、近接検出センサ124の近くの対象物に
ついて継続して監視することができる。近接検出センサ124が近くの対象物を検出したと
き、光検出センサモジュール122がアクティブ化され得る(306)。いくつかの実施形態では
、近接検出センサ124は、光検出センサモジュール122および/またはそれと関連付けられ
る光学センサよりも電力を消費しない場合がある。したがって、いくつかの実施形態では
、近接検出センサ124を使用してすぐ近くの対象物について監視することは、光検出セン
サモジュール122を使用してすぐ近くの対象物について監視することと比較して電力を節
約することができる。光検出センサモジュール122によって取り込まれた情報は、顔が検
出されるかどうかを決定するために分析され得る(308)。いくつかの実施形態では、光検
出センサモジュール122によって取り込まれた情報は、光検出センサモジュール122内で、
顔面検出アルゴリズムなど、方法または関数を実行することによって分析され得る。光検
出センサモジュール122によって取り込まれた情報はまた、メモリ108～112のうちのいず
れかに記憶された顔面検出アルゴリズムに従って分析するために処理コンポーネント106



(13) JP 6407246 B2 2018.10.17

10

20

30

40

50

に送信され得る。さらには、光検出センサモジュールによって取り込まれた情報は、顔面
検出アルゴリズムに従って、処理コンポーネント106および光検出センサモジュール122の
組合せによって分析され得る。いくつかの実施形態では、顔面検出アルゴリズムは、任意
の既知の顔面検出アルゴリズムとすることができる。顔が検出されない場合、光検出セン
サモジュール122および/または関連センサは、別の対象物が近接検出センサ124の近くで
検出されるまで(304)、抑制電力モードに入ることができる(310)。いくつかの実施形態で
は、光検出センサモジュール122の抑制電力モードは、電力を保存するために、関連セン
サの電力を下げるステップを含むことができる。いくつかの実施形態では、抑制電力モー
ドは、光検出センサモジュール122がアクティブ化されているときよりも少ない画像が取
り込まれるように、関連センサのデューティサイクルまたはフレームレートを低下させる
ステップを含むことができる。いくつかの実施形態では、抑制電力モードは、取り込まれ
た画像を処理する光検出センサモジュール122なしに画像を継続して取り込む光学センサ
を含むことができる。そのような実施形態では、取り込まれた画像は、バッファ、光検出
センサモジュール122の内部のメモリ、またはメモリ108～112のうちのいずれかに記憶さ
れ得る。
【００３０】
　308において顔が検出された場合、視線検出が起動され得る(312)。いくつかの実施形態
では、視線検出を起動するステップは、たとえば、光検出センサモジュール122および/も
しくは処理コンポーネント106、またはそれらの組合せによって実行される視線検出モジ
ュール、関数、および/もしくは方法をアクティブ化し、または起動するステップを含む
。いくつかの実施形態によれば、視線検出を起動するステップは、光検出センサモジュー
ル122を起動して、視線を検出するための光画像をモジュール内で、および/または処理コ
ンポーネント106によって取り込み、処理するステップを含む。いくつかの実施形態では
、視線検出を起動するステップは、視線検出がアクティブ化される前よりも多くの画像を
光検出センサモジュール122が取り込むように、光検出センサモジュール122と関連付けら
れる光学センサのデューティサイクルまたはフレームレートを増加させるステップを含む
ことができる。光検出センサモジュール122は、モジュール122内におよび/または処理コ
ンポーネント106との組合せで含まれる機能、ならびにメモリ108、110、および112のうち
のいずれかに記憶される命令を使用して、視線が検出されるかどうかを決定することがで
きる(314)。視線は、たとえば上述したように、任意の数の視線検出アルゴリズムを使用
して検出され得、これは、光検出センサモジュール122によって取り込まれた情報を分析
して、検出された顔における眼球の方向を決定するステップを含み得る。視線はまた、眼
球もしくは口の隅部など、検出された顔の他の特徴部、検出された顔における眉、検出さ
れた顔における耳、または視線の方向を決定し、検出された顔がディスプレイコンポーネ
ント114の方向に視線を向けているかどうかを決定するために使用され得る他の顔面特徴
部を分析することによって検出され得る。視線が検出されない場合、光検出センサモジュ
ール122は、顔が光検出センサモジュール122の視野内に依然として入っている限り、視線
を継続して探す(308、312、314)。しかしながら、いくつかの実施形態では、視線が、所
定の時間期間後、検出されない場合、光検出センサモジュール122は、抑制電力モードに
入ることができ(310)、視線検出は、非アクティブ化され得る。しかしながら、視線が検
出された場合、ディスプレイコンポーネント114は、アクティブ化され得(316)、それによ
り、ユーザは、ディスプレイコンポーネントに表示されたコンテンツを見ることが可能に
なる。ディスプレイコンポーネント114をアクティブ化し、コンテンツを表示するステッ
プは、図2に示すプロセス200に関して上述したようなキーロックまたはセキュリティチャ
レンジをパスするステップを含むことができる。さらには、ユーザ120は、図2に示すプロ
セス200に関して上述したように、光検出センサモジュール122単独によってまたは処理コ
ンポーネント106との組合せで実装される視線検出および/または眼球追跡を通じて、アク
ティブ化されたディスプレイコンポーネント114に表示されたコンテンツとさらにインタ
ラクションすることができ得る。
【００３１】
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　いくつかの実施形態に従って、図3に示すプロセス300は、ユーザ120がデバイス100の所
定の近さの範囲内に存在し、活発にデバイス100に視線を向けていると決定されたとき、
ディスプレイコンポーネント114をアクティブ化することによって電力節約をもたらすこ
とができる。さらには、プロセス300は、顔がデバイス100の所定の近さの範囲内に存在す
ると決定された場合、視線検出をアクティブ化することによってさらなる電力節約をもた
らす。さらには、プロセス300はまた、ユーザ120によってデバイス100とのインタラクシ
ョンの向上をもたらすことができ、これにより、ユーザ120は、デバイス100の光検出セン
サモジュール122に視線を向けることによって、デバイス100とインタラクションして、デ
ィスプレイコンポーネント114に表示されたコンテンツを見ることができるようになる。
【００３２】
　図4は、いくつかの実施形態に従った、視線検出を用いるディスプレイコンポーネント1
14にコンテンツを表示するためのプロセスを示すフローチャートである。例示を目的とし
て、図4は、図1を参照して説明することとする。図4に示すプロセス400は、デバイス100
の処理コンポーネント106における1つまたは複数のプロセッサによって実行されるように
コンピュータ可読命令において実施可能である。いくつかの実施形態では、プロセス400
は、メモリ108～112のうちのいずれかに記憶され、処理コンポーネント106によって実行
されるデバイス100のオペレーティングシステムによって実装可能である。いくつかの実
施形態では、プロセス400は、オペレーティングシステムにおけるバックグラウンドサー
ビスとして実装可能である。図4に示すように、プロセス400は、トリガリングイベントが
検出されたとき、開始する(402)。いくつかの実施形態によれば、トリガリングイベント
は、加速度計118によって検出された、デバイス100の移動を示す加速度とすることができ
る。デバイス100の付随的な移動がトリガリングイベントとして検出されないようにする
ために、検出された加速度は、ユーザ120がデバイス100を持ち上げていることを示す既知
の加速度閾値と加速度計118または処理コンポーネント106によって比較され得る。トリガ
リングイベントはまた、近接センサ124によって検出される、ユーザ120の検出された近さ
とすることができる。検出された近さはまた、ユーザ120が近接検出センサ124およびデバ
イス100の近くにいるとき、検出された近さのみがトリガリングイベントとして登録され
ることを確実にするように、検出された熱を含むことができる。トリガリングイベントは
また、処理コンポーネント106によって、生成されるアラートを含むことができる。アラ
ートは、受信した電子メール、電話呼出し、もしくは他のメッセージをユーザ120に知ら
せるシステムアラート、または次回のカレンダ予約をユーザ120に知らせるアラートなど
とすることができる。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、トリガリングイベントは、加速度センサ118によって検出さ
れる加速度、近接センサ124によるユーザ120の近さ、タッチ、または処理コンポーネント
106によって生成されるアラートのうちのいずれかの組合せを含むことができる。たとえ
ば、処理コンポーネント106は、処理デバイス100を振動させるアラートを生成し、可聴音
を生成し、または点滅光、もしくはユーザ120にアラートについて知らせるために、ユー
ザ120の注意を引きつけることができる他のインジケータを生成することができる。次い
で、ユーザ120は、デバイス100を持ち上げ、アラートを見るために極めて近くにデバイス
100を持ってくる場合がある。加速度計118は、デバイス100を持ち上げる動作を検出する
ことができ、近接センサ124は、ユーザ120の近さを検出することができる。これらの実行
のうちのいずれかまたはすべての組合せは、処理コンポーネント106がその後の実行を行
うことになるトリガリングイベントとすることができる。
【００３４】
　トリガリングイベントを検出するステップに応答して、ディスプレイコンポーネント11
4がアクティブ化され得る(404)。いくつかの実施形態では、デバイス100において実行さ
れるオペレーティングシステムは、トリガリングイベントが検出されたとき、たとえば、
トリガリングイベントの指示を提供し、かつ/またはユーザ120に、アラートなど、トリガ
リングイベントのプレビューを提供するために、ディスプレイコンポーネント114を自動
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的にアクティブ化することができる。所定の時間後、何らアクションが行われない場合、
オペレーティングシステムは、電力を保存するために、ディスプレイコンポーネント114
を非アクティブ化することができる。近接センサ124もまた、トリガリングイベントを検
出するステップに応答してアクティブ化され得る(406)。いくつかの実施形態では、近接
センサ124は、ディスプレイコンポーネント114がアクティブであるときにはアクティブで
あるように、またはディスプレイコンポーネントがアクティブでないときには非アクティ
ブ、すなわち抑制電力モードであるように構成可能である。近接センサ124の構成は、オ
ペレーティングシステム構成とすることができる。
【００３５】
　トリガリングイベントを検出するステップに応答して、光検出センサモジュール122も
また、アクティブ化され得る(408)。光検出センサモジュール122は、モジュール122内の
および/または処理コンポーネント106との組合せでの機能、ならびにメモリ108、110、お
よび112のいずれかに記憶された命令を使用して、視線が検出されるかどうかを決定する
ことができる(410)。視線は、いくつかの視線検出アルゴリズムのうちのいずれかを使用
して検出され得、既知の顔面検出アルゴリズムに従って行われる顔面検出を含むことがで
きる。たとえば、顔が検出された場合、光検出センサモジュール122は、光検出センサモ
ジュール122によって取り込まれた情報を分析して、検出された顔における眼球の方向を
決定することによって、顔がディスプレイコンポーネント114の方向に視線を向けている
かどうかを決定することができる。光検出センサモジュール122はまた、顔が、眼球もし
く口の隅部など、検出された顔の他の特徴部、検出された顔における眉、検出された顔に
おける耳、または視線の方向を決定するために使用され得る他の顔面特徴部を分析するこ
とによって、ディスプレイコンポーネント114の方向に視線を向けているかどうかを決定
することができる。
【００３６】
　視線が検出されない場合、光検出センサモジュール122は抑制電力モードに入ることが
できる(412)。いくつかの実施形態では、光検出センサモジュール122の抑制電力モードは
、電力を保存するために、光学センサの電力を下げるステップを含むことができる。いく
つかの実施形態では、抑制電力モードは、光検出センサモジュールがアクティブ化されて
いるときよりも少ない画像が取り込まれるように、光検出センサのデューティサイクルま
たはフレームレートを低下させるステップを含むことができる。いくつかの実施形態では
、抑制電力モードは、取り込まれた画像を処理する光検出センサモジュール122なしに継
続して画像を取り込む光学センサを含むことができる。このような実施形態では、取り込
まれた画像は、バッファ、光検出センサモジュール122の内部にあるメモリ、またはメモ
リ108～112のうちのいずれかに記憶され得る。
【００３７】
　視線が検出されない場合、近接センサ124はまた、非アクティブ化され得る(414)。近接
センサ124の非アクティブ化は、光検出センサモジュール122の低電力モードに類似し得る
低電力モードに入るステップを含むことができる。いくつかの実施形態では、近接センサ
の非アクティブ化は、電力を消費しないように近接センサ124を非アクティブ化するステ
ップを含み得る。視線が検出されない場合、別のトリガリングイベントが検出されるまで
(402)、ディスプレイコンポーネント114もまた、非アクティブ化され得る(416)。ディス
プレイコンポーネント114を非アクティブ化するステップは、ディスプレイコンポーネン
トによって表示するためにレンダリングされるコンテンツがユーザ120に見えないように
、ディスプレイコンポーネント114のバックライトを非アクティブ化するステップを含む
ことができる。ディスプレイコンポーネント114を非アクティブ化するステップはまた、
非アクティブ化である間、コンテンツがディスプレイコンポーネント114によって表示す
るためにレンダリングされないように、ディスプレイコンポーネント114と関連付けられ
たレンダリングおよび処理機能を非アクティブ化するステップを含み得る。ディスプレイ
コンポーネント114は、416で自動的に非アクティブ化され得るが、いくつかの実施形態で
は、ユーザ120が、たとえば、物理的か仮想的かにかかわらずディスプレイコンポーネン
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ト114に表示されたボタンを押すことによって、またはデバイス100の設定を変更すること
によって、ディスプレイコンポーネント114を非アクティブ化することができ得る。いく
つかの実施形態では、光検出センサモジュール122は、ジェスチャを検出するようにさら
に構成可能であり、検出されたジェスチャは、ディスプレイコンポーネント114を非アク
ティブ化することができる。さらには、ディスプレイコンポーネント114は、上述したよ
うに、周囲光センサによって周囲光をまったく検出しないか、または非常に少ない量の周
囲光を検出することに応答して、非アクティブ化され得る。
【００３８】
　視線が光検出センサモジュール122によって検出された場合、キーロックまたはセキュ
リティチャレンジがパスされ得る(418)。いくつかの実施形態では、検出された視線は、
キーロックを回避するには十分であるが、パスワードまたはPINなどのセキュリティチャ
レンジを回避するには不十分である場合がある。いくつかの実施形態に従って、光検出セ
ンサモジュール122は単独でまたは処理コンポーネント106との組合せで、顔を検出し、検
出された顔が、光検出センサモジュール122の内部メモリ、またはメモリ108～112のうち
のいずれかに記憶され得るユーザ120の顔など、既知の顔に一致するかどうかを決定する
ように構成可能である。検出された顔がユーザ120の顔に一致する場合、セキュリティチ
ャレンジは、ディスプレイコンポーネント114がアクティブ化されているとき、回避され
得る。いくつかの実施形態では、トリガのあるタイプは、セキュリティチャレンジが回避
されるかどうかを決定することができる。たとえば、更新されているニュースフィードの
アラートにより、セキュリティチャレンジが回避されることになる場合があるが、個人電
子メールの受信により、なおもセキュリティチャレンジが示されることになる場合がある
。いくつかの実施形態では、承認済みユーザは、デバイスにおけるすべてのコンテンツに
ついて承認される。他の実施形態では、承認済み各ユーザは、セキュリティチャレンジが
承認済みユーザを認識すると示されることになるかどうか、および/または所与のタイプ
のトリガリングイベントが起きたとき、ユーザがアクセスを許可されることになるかどう
かを決定する許可のセットを有することができる。いくつかの実施形態では、ユーザを認
証するステップは、ユーザの眼球の色と既知の眼球色を照合するステップ、および/また
はユーザのバイオメトリックデータ、たとえばユーザの眼球の揺れを確認するステップを
含むことができる。ディスプレイコンポーネント114は、ユーザがセキュリティをパスし
た後、コンテンツを表示することができる(420)。表示されたコンテンツは、受信した電
子メール、カレンダアラート、メッセージなど、上述のトリガリングアラートとすること
ができる。コンテンツは、所定の時間の間、ディスプレイコンポーネントに表示され得、
その後、光検出センサは、ユーザ120が光検出センサモジュール122になおも視線を向けて
いるかどうかを決定することができる(422)。視線が検出されない場合、光検出センサモ
ジュール122は抑制電力モードに入ることができ(412)、近接センサ124は非アクティブ化
され得(414)、ディスプレイコンポーネント114は、別のトリガリングイベントが検出され
るまで(402)、またはユーザ120がこれらのコンポーネントのうちのいずれかを手動でアク
ティブ化するまで、上述したように、非アクティブ化され得る(416)。視線が検出された
場合、ディスプレイコンポーネント114は、視線が検出される限り、またはユーザがディ
スプレイコンポーネント114を手動で非アクティブ化するまで、非アクティブ化のままの
状態であることができ(424)、近接センサ124は、電力を節約するために非アクティブ化さ
れ得る(426)。さらには、ユーザ120は、図2におけるプロセス200に関して上述したように
、光検出センサモジュール122単独によってまたは処理コンポーネント106との組合せで実
装される視線検出および/または眼球追跡を通じて、アクティブ化されたディスプレイコ
ンポーネント114に表示されたコンテンツとさらにインタラクションすることができ得る
。
【００３９】
　いくつかの実施形態に従って、プロセス400は、ユーザ120が活発にデバイス100に視線
を向けていると決定されたとき、コンテンツを表示するためのディスプレイコンポーネン
ト114をアクティブ化することによって電力節約をもたらすことができる。さらには、プ
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ロセス400は、トリガリングイベントに応答して、近接センサ124および光検出センサモジ
ュール122をアクティブ化することによって、さらなる電力節約をもたらすことができる
。さらには、プロセス400はまた、ユーザ120によってデバイス100とのインタラクション
の向上をもたらすことができ、それにより、ユーザ120は、デバイス100の光検出センサモ
ジュール122に視線を向けることによって、デバイス100とインタラクションして、キーロ
ックまたはセキュリティチャレンジをパスし、ディスプレイコンポーネント114に表示さ
れるコンテンツを見ることができるようになる。
【００４０】
　プログラムコードおよび/またはデータなど、本開示によるソフトウェアは、デバイス1
00におけるメモリ108、110、および112のうちのいずれかなど、非一時的機械可読媒体を
含む1つまたは複数の機械可読媒体において記憶され得る。また、本明細書に特定された
ソフトウェアは、1つまたは複数の汎用もしくは専用のコンピュータ、または特定用途向
け集積回路(ASIC)、および/あるいはコンピュータシステム、ネットワーク化ならびに/あ
るいは別の形を使用して実装可能であることが企図される。適用可能な場合には、本明細
書に説明した様々なステップの順序は、本明細書に説明した特徴を提供するために、変更
しても、複合ステップに組み合わせても、かつ/またはサブステップに分けてもよい。
【００４１】
　結果として、本明細書に説明した実施形態は、デバイス内に組み込まれ、またはデバイ
スに連結された光検出センサをユーザが見ることでデバイスをアクティブ化し、ロック解
除することを可能にすることによって、ユーザ便宜をもたらすことができる。さらには、
本明細書に説明した実施形態はまた、1つまたは複数のトリガリングイベントに応答して
のみ視線検出をアクティブ化し、次いで、視線が検出されたときのみ、デバイスのディス
プレイをアクティブ化することによって電力節約をもたらすことができる。上記に与えた
例は、単なる例示にすぎず、限定していると意図するものではない。当業者は、本開示の
範囲内にあると意図される開示の実施形態に従って他のシステムを容易に考案することが
できる。したがって、本願は、添付の特許請求の範囲によってのみ限定される。
【符号の説明】
【００４２】
　　100　処理デバイス
　　102　ネットワークインターフェースコンポーネント
　　104　システムバス
　　106　処理コンポーネント
　　108　メモリ、システムメモリコンポーネント
　　110　メモリ、内部メモリコンポーネント
　　112　メモリ、外部メモリコンポーネント、スタティックメモリ
　　114　ディスプレイコンポーネント
　　116　入力/ナビゲーション制御コンポーネント
　　118　加速度計
　　120　ユーザ
　　122　光検出センサモジュール
　　124　近接センサ
　　200　プロセス
　　202　トリガリングイベントを検出する
　　204　視線検出をアクティブ化する
　　206　視線が検出されるかどうかを決定する
　　208　視線検出を非アクティブ化する
　　210　ディスプレイコンポーネントをアクティブ化し、コンテンツを所定の時間量の
間、ディスプレイコンポーネントに表示する
　　300　プロセス
　　302　近接検出を起動する
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　　304　対象物が近接検出センサの近くで検出されるかどうかを決定する
　　306　光検出センサモジュールをアクティブ化する
　　308　顔が検出されるかどうかを決定する
　　310　光検出センサモジュールおよび/または関連センサが抑制電力モードに入る
　　312　視線検出を起動する
　　314　視線が検出されるかどうかを決定する
　　316　ディスプレイコンポーネントをアクティブ化する
　　400　プロセス
　　402　トリガリングイベントを検出する
　　404　ディスプレイコンポーネントをアクティブ化する
　　406　近接センサをアクティブ化する
　　408　光検出センサモジュールをアクティブ化する
　　410　視線が検出されるかどうかを決定する
　　412　光検出センサモジュールが抑制電力モードに入る
　　414　近接センサを非アクティブ化する
　　416　ディスプレイコンポーネントを非アクティブ化する
　　418　キーロックまたはセキュリティチャレンジをパスする
　　420　コンテンツを表示する
　　422　ユーザが光検出センサモジュールになおも視線を向けているかどうかを決定す
る
　　424　ディスプレイコンポーネントを非アクティブ化のままの状態にする
　　426　近接センサを非アクティブ化する

【図１】 【図２】
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              特開２００８－０１５８００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２６９８９１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０１　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　１／３２　　　　
              Ｈ０４Ｍ　　　１／７３　　　　
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